
第２学年 生活科学習指導案

指導者 Ｔ１ ○○ ○○

Ｔ２ ○○ ○○

１．題材 「まつりだ やっほいほい」

２．指導にあたって

こんな子どもだから

○１年生の時に全校集会「〇〇まつり」に参加したり，昨年度の２年生に「２年生の祭り」に招待

してもらったりして，遊びを楽しむことができた。また 「団地祭 「公園祭 「放生会」などに， 」 」

， 。 （ ）出かけて 祭りの楽しさを経験している子どもたちも多い 題材

○１学期の学校探検では，自分たちが実際に調べたことをもとにして，１年生に学校の様子を教え

てあげて自分たちも楽しく活動ができた。校区探検の発表会でも，友だちの発表を聞いて質問を

， 。 （ ）したり 感想を言ったりすることができた 体験・伝え合う活動

，「 」 ， 「 」○７月には 野菜パーティ でお世話になった先生方を招待したり １０月には おいもパーティ

に１年生を招待したりして，クラスの友だちだけでなく周りの人とも一緒に楽しんで活動してき

。 ， 。 （ ）た 校区探検では 探検した場所で地域の人に質問をすることができた 人とのかかわり

こんな題材で こんな手立てを（人とのかかわりは※）

○身近な材料を使ったおもちゃやゲーム ○自分たちも店をひらいて１年生を招待し

のお店を作り，１年生を招待して，自 たいという意欲をもたせるために次のこ

分たちのお祭りを一緒に楽しむ活動を つ とを行う。

行う。 か ・〇〇まつりに参加し，おみこしを作った

○祭りという楽しい題材なので，自分た む りいろいろなお店をまわったりする。

ちも意欲的に話し合ったり，楽しく制 ※地域の祭りについて「公園祭」実行委員

作したりする活動ができる。 長さんの話を聞く。

○祭りについて友だちと話し合うことで ○１年生に喜んでもらえるような，よりよ，

協力して物事を行うことの楽しさを学 さ いお店にするために，次のことを行う。

ぶことができる。 ぐ ※自分たちがやってみたいお店を作って，

○お互いにアドバイスしあうことで，伝 る １年生が楽しんでくれるかどうか，クラ

え合うことの大切さを学び，相手に伝 スの友だち同士で試しの活動をして見直

わるように工夫を行うことで，話す・ しをする。

聞く力を身につけることができる。 ひ ○１年生を招待して，自分たちのお祭りを

○１年生を招待することによって，楽し ろ 行い，一緒に楽しむ。

んで活動してもらうためにはどうすれ げ ※１年生と一緒に楽しくお祭りをする。

ばいいか，相手の気持ちを考えながら る ※１年生に感想を書いてもらい，今まで

活動していくことができる。 の活動をふり返る。

３．単元の目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・祭りに関心をもち，参加したこと・写真や本を見たこと・ゲストティーチャーから聞いたこと

などをもとにして，自分たちの祭りをつくり出そうとすることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の意見をわかりやすく伝えたり，友だちのしたことや思ったことを自分の活動と照らし合

わせながら聞いたりすることができる。

○気づき（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・楽しい祭りにするためには，どんな物を用意したらよいか材料を選んだり作り方を工夫したり

することができる。

・活動を通して，自分のよさや友だちのよさに気づくことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・友だちと協力しながら祭りを行うことができる。

２年－1－



４．学習計画 （２２時間＋課外）

自己存在感を持たせる支援 自己 共感的人間関係を育成する支援 共感 自己選択・決定の場の工夫 選決

学 習 活 動 指 導・支 援 評 価段階 時間 人とのかかわり

☆は個別の支援

１ １ 「〇〇まつり」について話し ○祭りで楽しか ○一人一人が自分の考えを．

合う。 ったことを友 発表できる雰囲気を作

・去年，おみこし作りをして だちと話し合 る。 選決

おみこしをかついだ。 う。

・いろいろなお店を回って楽

しかった。

２ ２ 「〇〇まつり」に向けて，お ○友だちと協力 ☆お互いの役割を認め合 ○協力して．

みこし作りをする。 しておみこし いながら仕事を進めて おみこしを

・楽しいお祭りになるように を作る。 いけるように助言する つくること。

頑張って作ろう。 共感 ができる。

（ ）技能的側面

２ ３ 「〇〇まつり」に参加する。 ○お店をまわっ ☆お店の工夫などを見つ ○「〇〇まつ．

・いろんなお店があって，お て，他学年や けられるように，お店 り」に楽し

（

課 祭りは楽しいな。 校区の方との を回りながら賞賛 ・励 く参加する

つ 外 ・今年は，お店屋さんを開い 交流をする。 ましなどの声かけをし ことができ

てみたいな。 ていく。 る。

）

（価値的・

． ，「 」 ）１ ４ 自分たちで ２年生の祭り ○〇〇まつりの ○祭りへの意欲を高める 態度的側面

をすることを知る。 感想を出し合 ため，公園祭りの写真

か ・去年，招待してもらって楽 い，自分たち を見せたり，今まで参

しかった。 が 開く祭り 加した事のある祭りに

・今年は自分たちが招待した について話し ついて感想を出し合わ

い。 合う。 せる。 選決

む １ ５ 「公園祭」実行委員長さんの ○自分たちの祭 ○「公園祭」のねらいや．

話を聞く。 りに生かそう 気をつけた事などを話

・お祭りをするために，いろ という意欲を してもらうように，事

いろ話し合って計画を立て 持って，ＧＴ 前にＧＴと詳細に打ち

るんだな。 の話を聞く。 合わせをしておく。

・みんなが楽しんで仲良くな 自己

れるようにするんだな。

・準備も後かたづけも大切な

んだな。

１ ６．話を聞いて分かったことか ○どんな祭りに ○一人一人が自由に発言 ○どんなお祭

ら，自分たちの祭りをどんな したいかクラ できる雰囲気作りを行う りをやりた。

祭りにするのか話し合う。 スで話し合 共感 いかを言葉

。・１年生が楽しめる祭り う。 で表現する

（ ）・１年生と２年生が仲良くな 技能的側面

れる

１年生にたのしんでもらえ

るおまつりをしよう。
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１ ７ 「２年生の祭り」について話 ○やってみたい ○参考になるような手作．

し合う。 お店について りおもちゃの資料や写

・まつりの名前は何にしよう 友だち同士で 真を掲示しておく。

・１年生が喜んでくれるお店 話し合って決 選決

を出そう。 める。 ○協力して活動できるよ

・自分はどんなお店を出そう う，希望を聞いて５人

かな。 程度のグループになる

ようにする。 選決

４ ８．お店の準備をする。 ○グループで協 ○子ども達の意欲や興味 ○友だちと協

，（お店の例） 力してお店作 ・関心に応じて選択で 力し合って

魚釣り ボウリング りをする。 きるように多様な材料 楽しそうに

わなげ 玉入れ や道具を準備しておく お店の準備。

。めいろ くじびき など 自己 をしている

（ ）・図工の時間に作ったロボッ ☆承認・賞賛・励ましの 知識的側面

さ トみたいに箱を組み合わせ 声かけや，なかなか活

てみよう。 動できない子には仕事

・色をくふうしてみよう。 の例を示していく。

・リサイクルの材料で使える

ものはないかな。

ぐ

１ ９．お店屋さんとお客さんに分 ○お互いに遊び ○みんなで一緒に遊ぶた ○みんなで一

かれて１回目のアドバイス会 を試してみ めに工夫するところに気 緒に遊ぶた

を開く。 て，感想を発 づき，より楽しい遊びを めに工夫し

・○○やさんは，よくくふう 表しあう。 作っていけるように学級 ていくとこ

る しているな。 内で試しの遊びを設定す ろを見つけ

・～した方が，１年生は楽し る。 自己・共感 ることがで

めると思うなあ。 きる。

（ ）技能的側面

３ ．１回目のアドバイス会で気 ○アドバイスを ○友だちのアドバイスを ○アドバイス10
づいたことをもとにして遊び もとに，グル 受け止めながら活動で をもとに，

を作り直したり，ルールを工 ープで協力し きるように，改良のし 改良をしよ

夫したりする。 あって，お店 かたなどを助言する。 うとしてい

の改良をす 共感 る。

る。 （価値的・

）態度的側面

１ ．お店の見直しをするために ○「１年生がも ○１年生に楽しんでもら ○１年生にも11
２回目のアドバイス会をする っと楽しめる うために工夫するところ っと喜んで

（

。

本 ように」とい に気づき，相手意識をも もらうため

時 う意識をもっ って遊びを作っていける に，もっと

て遊びを試 ように２回目の試しの遊 工夫してい

）

し，感想を発 びを設定する。 くところを

表しあう。 自己・共感 見つけるこ

とができ

る。

（ ）技能的側面

１ ．２回目のアドバイス会で気 ○アドバイスを ○自分たちだけでなく１ ○アドバイス12
づいたことをもとにして遊び もとに，協力 年生が楽しめるような をもとに，
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を作り直したり，ルールを工 して，お店の 工夫ができるように改 改良をしよ

夫したりする。 改良をする。 良のしかたを助言する うとしてい。

共感 る。

（価値的・

）態度的側面

２ ．お祭りの準備をする。 ○お祭りに必要 ○１年生の立場に立って13
( )１年生を招待するために必 なものについ 考えるように助言して1
要なものを話し合う。 てクラスで話 いく。 共感

・招待 ・プログラム し合う。

・ポスター ・かざり

・音楽 など

ひ ( )自分たちのお店を見直し， ○グループで協 ○お店をまわって，賞賛2
祭りの準備をする。 力してお店の ・励ましの言葉かけをし

仕上げをす ていく。 自己

る。

ろ ２ ．１年生を招待して，２年生 ○お祭りで１年 ○互いの役割や責任を認 ○困っている14
のお祭りを開く。 生やクラスの めあうように声かけを １年生がい

友だちと楽し しながらお店をまわっ たら，手助

く遊ぶ。 ていく。 共感 けをしたり

遊び方を教

げ ○安全に留意して場の設 えたりしな

定をする。 選決 がら，お祭

りを楽しん

○後始末やごみの処理も でいる。

（ ）気をつけるように助言 技能的側面

る する。 選決

１ ．１年生の感想をもとに，こ ○自分たちの工 ○これまでの活動でのが15
れまでの活動をふり返る。 夫や楽しかっ んばりや楽しかったこ

・１年生がとても喜んでくれ たことを話し とがふり返られるよう

た。 合い，お互い に，活動の写真を掲示

・みんなで頑張ってよかった のがんばりを したり，学習プリント。

認め合う。 をふり返ったりできる

ようにする。 選択
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第２学年○組 本時学習指導案

指導者 Ｔ１ ○○ ○○

Ｔ２ ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 体育館

６．本時について

目標

○興味・関心・意欲・態度（価値的・態度的側面）

・自分たちが作ったお店で，お店屋さんになったりお客さんになったりして，活動を楽しむこと

ができる。

○気づき（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・お店をまわって試しの活動をすることで，自分のよさや友だちのよさに気づくことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・１年生に喜んでもらうためには，どんな工夫をしたらよりよいお店になるかを考え，アドバイ

スカードに書いて友だちに伝えることができる。

前時までに 本時の手立て

○前時までに，自分たちが作ったお店を ○お店のよかったところを書く「よかった

１年生に楽しんでもらおうと思って， よカード」と，もう少し工夫したらいい

グループごとに準備してきている。 ところを書く「アドバイスカード」を一

目で分かるように色分けして用意する。

○同じグループの友だちと遊びながら， ○子どもたちにアドバイスをしてもらえる

道具を作ったり遊びの約束やルールを ように，保育園の先生にお願いしてアド

考えたりして，早く自分たちの道具で バイスをもらう。

遊んで欲しいという意欲をもっている ○活動と話し合いがすぐにできるように，。

場の設定をしておく。

○１回目の見直し会で，１年生の先生や ○１回目の見直し会と同様に，グループご

クラスの友だちに遊んでもらって，遊 とに話し合いをして，他のグループの友

。びが楽しくできるようにグループで話 だちのアドバイスを生かせるようにする

し合って改良したりルールを見直した ○全体での話し合いのとき，お祭りの本番

りしてきた。 に向けてどこを工夫していったらいいか

発表させ，次時への意欲をもたせる。

７．準 備

児 童 （お店屋さん）自分たちが作ったお店で必要なもの

（お客さん） 筆記用具 バインダー よかったよカード アドバイスカード

教 師 移動黒板 磁石玉 ＣＤラジカセ ＣＤ「まつりだやっほいほい」

８．展 開（１６／２２）

自己存在感を持たせる支援 自己 共感的人間関係を育成する支援 共感 自己選択・決定の場の工夫 選決

学 習 活 動 人とのかかわり 評 価Ｔ１の指導と支援 Ｔ２の指導と支援

☆は個別の支援 ☆は個別の支援

１．これまでの学習をふり返り， ○１年生の先生た ○１年生に喜ん ○めあてを掲示

本時のめあてを確認する。 ちからもらった でもらうお祭 する。自己

○自分たちの計画や遊びの制 アドバイスをも りにするため

作を想起する。 とに，お店の見 のアドバイス

直しをする。 会をすること

を確認する。

自己

１年生がもっと楽しく遊ぶこ

とができるように遊び方をく

ふうしよう。
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２．お互いの遊びを試してみる。 ○友だち同士で楽 ○友だちの工夫のよさに気づき ○みんなで，

・約束やルールの説明 しく活動する。 学ぼうとする態度を育てるた 一緒に楽

・交代しながらの遊び め，カードに気づいたことを しく遊ぶ

・感想の記入 ○アドバイスカー 書くようにする。 共感 ために工

よかったよカード ドやよかったよ ○よかったところともっと工夫 夫してい

アドバイスカード カードに記入す したらよいところに分けて書 くところ

る。 きやすいように，カードを色 を見つけ

分けしておく。自己 ることが

☆子どものつぶやきを把握して できる。

おき，カードが書けない子に （技能的

）支援していく。 側面

３．感想を発表し合う。 ○友だちと遊んで ○自分たちの遊 ○どのグループ

・遊びのよかったところや工夫 みて気づいたこ びをもっと楽 にもアドバイ

していくところへの気づき とを発表し合 しくしていく スが発表でき

う。 必要感をもた るように，カ

○保育園の先生に せるため，ア ードの内容を

もアドバイスを ドバイスされ 把握してお

聞く。 たことがはっ く。 自己

きりと分かる

魚釣り：魚がたくさんあったので 楽しかったよ 板書の工夫を ○話し方・聞き， 。

１年生用と２年生用では，釣り竿のひも する。 自己 方の約束を意

の長さを変えてみたらいいんじゃないか ○友だちの発言 識させる。

な。 のよさに気づ 自己

わ投げ：投げる場所を１年生と２年生で分けたら き，学ぼうと

いいと思う。 する態度で聞

１年生はもっと前の方にしたら入りやす くようにさせ

いよ。 る。 共感

的当て：的の点数がいろいろあっておもしろかっ

たよ。

的の数をふやしたらもっと楽しいと思う

よ。

，４．グループごとに工夫するとこ ○グループで協力 ○担当するグループに分かれて

ろを話し合う。 して話し合いを よりよい工夫ができるように

・アドバイスカードから 行う。 助言する。 選決

・自分たちが困ったことから

５．本時の学習をふり返り，次時 ○友だちの発表を ○今日の学習を ☆なかなか書け

のめあてを確認する。 聞き合う。 ふり返るため ない子には，

「もっと楽しくなるように，見 に，学習プリ 板書を示して

直し会で分かったところの工 ントを準備し ふり返らせ

夫をしよう 」 ておく。 る。。

選決


